
























































<おわりに> 

 今回の研究の目的は,京都府の母子保健管理システムの一本化におき,各保健所が府下統

一のカルテを用い,事後措置法としてもバラツキのより少ないシステムを作ること,本庁で

集計する際にも利用しやすい,府の母子管理を把握しやすいものとすることに主眼をおき

検討してきた。 

 今後とも母子保健の実施主体である市町村との協調をはかり,京都府母子保健検討委員

会を核として,管理台帳の保管・充実を中心に乳幼児健診事後措置の徹底により,母子保健

サービスの一本化をはかることが必要と考える。 


